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に SDGs を位置づけ、その課題を指摘している。特に日本の SDGs の方針が自国内での改善を重
視した内向き志向であることを批判している。第 4章では、山形の指摘に応える形で紀谷が SDGs
について別の見方を示すとともに、日本の開発援助は必ずしも内向きではなく、「つよみ」を生か
して発展途上国とのパートナーシップを構築しようとしていることを主張している。この章では、
いくつかの事例が挙げられているが、南スーダンにおける平和構築やアフリカ開発会議（TICAD）
における官民連携など、アフリカにおける日本の国際協力も取り上げられている。 
平易な文章で書かれていながら、国際協力と国益との関係についての重要な論点が提示されて
いる。このような議論の背景にあるさまざまな先行研究についても目配りされており、巻末の参
考文献リストを活用することでさらに知識を深めることができる。本書は国際協力に興味のある
学生にぜひ推薦したい。 
児玉 由佳（こだま・ゆか／アジア経済研究所） 
